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暮らしや産業の基盤として、人や地域とともに発展してきた霞ヶ浦。

そんな霞ケ浦を、誰もが安心・安全に利用できるように、

私たち、霞ヶ浦河川事務所は、災害時の対応を含めた河川の維持管理を行っています。

霞ヶ浦について深く知り、楽しく快適な暮らしを守る。

平成30年度に行った霞ヶ浦の維持管理についてご紹介します。

※平成31年3月現在
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定期的な堤防点検と、平常時や災害後に行った河川パトロールにより、特に危険な変状のあった箇所につい

て堤防を補修しました。平成30年度は堤防点検で618箇所の変状を発見し、特に危険な変状を補修しました。
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対策前 対策後

対策前 対策後
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常陸川水門は、平成29年度は

66回、平成30年度は1月末まで

に44回操作しました。洪水時に

前川の水位が高くなった時は、

前川排水施設を操作していま

す。いずれの施設も操作時の

機能に問題のあるところはなく、

必要に応じて機器の修繕や更

新などを行っています。
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水質の観測やパトロール、水質

事故訓練を実施しています。

平成29年度は24件、平成30年

度は12月末までに16件の水質

事故が発生し、油の流出防止・

回収などを行いました。

北浦左岸13.0km付近のアオコ発生状況西浦中岸36.0km付近のアオコ発生状況 武田川（茨城県による放水作業）

平成30年度は6月にアオコを初観測し、近年５ヶ年とほぼ同じレベルでの発生状況でした。アオコの対策は

「霞ヶ浦及び北浦アオコ対策連絡会議」にて関係行政機関等が連携して情報の共有、監視パトロール、各

作業などを行っています。武田川においては管理者である茨城県が放水によるアオコの沈降等を行いまし

た。また事務所ホームページにおいてアオコ発生状況の掲載も行っています。　　　　　　
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対策前 対策後
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B区間での火入れ実施状況（H31.2.24）

自然再生を行うとともに、多くの人が訪れやすく、利活用しやすいように場の整備（G～I区間）を行っています。

また、自然再生地の維持管理の一環としてB区間で「火入れ管理の試験」を実施しました。
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帆引き船フェスタ2018

平 　成

30年度 平成30年度、どの時期にどんな河川維持管理の仕事を行っていたのか、

霞ヶ浦のイベントカレンダーと併せてご紹介します。

土浦全国花火競技大会

かすみがうらエンデューロ

泳げる霞ヶ浦市民フェスティバル


